
１．試験研究

1
一般研究
（県単）

和牛子牛の増産対策技術の開発
(R3～R7)

肉用牛生産技術科

   「しまね和牛」子牛の増産対策として①簡易な繁殖雌牛の受胎率向上対策及び種
雄牛の精子活力の向上に対する効果の検証②分娩事故の削減に向けて、過大子の
発生を抑制するための適正交配システムの開発、分娩情報共有システムの構築及び
分娩事故リスク軽減対策の確立③受精卵移植産子の生産拡大が可能なホルモン処
理技術を開発する。

2
一般研究
（県単）

購買者（肥育農家）が求める商品が揃う子牛市場の
実現
～購買者（肥育農家）が求める子牛の安定供給技術
の開発～
(R3～R7)

肉用牛生産技術科

   子牛市場に肥育農家が求める子牛を出荷し、子牛価格を向上させるため、①購買
者が望む子牛育成技術の体系化②子牛の価値を購買者へPRするための独自性を
もった指標と適正水準の設定③開発した子牛の管理体系の効率的な普及定着に寄
与する非接触による体重推定方法の確立を図る。

3
一般研究
（県単）

美味しさに関する新たな選抜指標の確立による「しま
ね和牛」種雄牛造成手法の確立と高品質な凍結精
液安定供給体系の構築
(R5～R9)

しまね和牛改良科

   市場価格をリードできる優秀な種雄牛を造成することなどでしまね和牛の改良を一
層推進するため、①高品質な凍結精液の安定供給体系の構築②ゲノミック評価など
の活用による経済性と美味しさに優れた種雄牛の効率的造成手法の確立を図る。

4
一般研究
（県単）

経営形質ゲノミック評価技術体系の確立と種牛作出
効率化技術の開発
(R5～R7)

肉用牛生産技術科
・

しまね和牛改良科

   肉用牛の生産拡大をスピードアップするため、①妊娠期間および生時体重などの繁
殖経営に重要な経営形質のゲノミック評価技術の確立②種雄牛造成を効率的に行う
ため、受精卵段階において種雄牛のゲノミック評価が可能とする技術を開発する。

5
一般研究
（県単）

「美味しまね認証」の考え方に基づく肉用子牛生産農
場でのＧＡＰ取り組みの拡大手法の構築と肉用牛生
産の拡大
(R5～R7)

酪農・担い手支援科

   肉用牛繁殖経営にＧＡＰの取組拡大を図るため、①繁殖雌牛飼養生産者の生産工
程管理基準の作成②省力的な現地指導が可能となる仕組み（指導手順書の作成）を
構築する。

6
一般研究
（県単）

新たなPR指標「小ザシ」による「しまね和牛」ブランド
確立のための評価基準と能力評価手法の確立
(R7～R9)

肉用牛生産技術科
・

しまね和牛改良科

   「しまね和牛」の新たな美味しさ評価指標として「小ザシ」に着目し、①「小ザシ」の評
価指標を確立②美味しさ評価指標の適正基準の設定③種雄牛造成や優良雌牛選抜
に活用可能な「小ザシ」の遺伝的能力評価体制を確立する。

7
一般研究
（県単）

自給飼料の通年体系の確立と高栄養化による畜産
経営の低コスト化
(R7～R9)

酪農・担い手支援科

   自給飼料を活用した足腰の強い畜産経営への変革のため、①デントコーン・水田裏
作に対応する秋冬作飼料作物栽培体系の確立②営農法人・コントラクター組織・畜産
農家と連携した現地実証③自給飼料を最大活用する飼料給与体系の確立を図る。

8
共同研究

（－）
性選別精液を利用した体内胚生産の高度化
(H25～)

肉用牛生産技術科
　性選別精液を用いた体内胚採取プログラムにおいて過剰排卵処理および人工授精
手法を検討し、実用的な胚採取プログラム技術を構築する。

9
共同研究
（JRA）

和牛ゲノムデータ駆動型未診断疾患解明事業
(R5～R7)

しまね和牛改良科
　和牛における遺伝性疾患の原因遺伝子を特定するため、候補変異を持つ個体の臨
床観察、検査により、候補変異と疾患臨床症状との関連を検証する。

10
共同研究
（国補）

スマート農業技術の開発・実証・実装プロジェクト
(R6～R7)

肉用牛生産技術科
　ICTやIoT等スマート機器の活用により、荒廃農地の再生と維持・管理、および省力
的かつ効率的な放牧牛管理を展開し、これらを合わせて環境保全効果と生産性の高
いスマート放牧体系の実証を行う。

11
共同研究
（JRA）

非ゲノム情報活用による雄牛繁殖性予測事業
(R6～R8)

しまね和牛改良科

　黒毛和種若雄牛の繁殖性に関連する新たなバイオマーカーとして、凍結精液の精
子DNAメチル化を主体とした非ゲノム情報に着目するとともに、新たに開発されるウシ
用DNAマイクロアレイ等を駆使してその情報を取得し、AIや機械学習法による若齢種
雄牛の繁殖性評価モデルの構築を目指す。

12
共同研究
（JRA）

和牛における経済形質のゲノム選抜手法の確立
(H29～)

しまね和牛改良科
　島根県の和牛集団におけるSNP情報と枝肉形質等の解析を行い、和牛集団の改良
に資するゲノム選抜手法を確立する。

令和７年度　試験研究課題の一覧

番
号

区分
（財源）

研究課題名 担当科 研究概要



２．事業
番号 事　業　名 担 当 科 内 容

1

現場後代検定事業
・終了　４セット
・継続　２セット
・新規　３セット

肉用牛生産
技術科

種雄牛の産肉能力を検定
・終了：西景桜（8月）、角太郎（9月）、百合将福（1月）、
　　　　 清隆福（2月）
・継続：紀多姫、真喜桜
・新規：暁亀忠、多喜福、富来美、紀多美

2
乳用牛群検定普及定着化
事業　（H2～　）

酪農・担い手
支援科

検定成績の分析、指導

3
飼料安全対策事業
　（H16～　）

酪農・担い手
支援科

飼料安全法に基づく立入検査、飼料収去等生産流通飼料に
係わる検査を実施

4
飼料分析業務
　（H16～　）

酪農・担い手
支援科

分析依頼者（業者等）及び県内農業経営者の飼料成分分析
を実施
・分析方法：近赤外線および化学的分析法
　（県手数料条例に基づき実施）

5

受精卵移植事業

（１）受精卵移植による
　　雌牛群造成事業
　（H20～　）

（２）種雄牛造成対策事業
　（H16～　）

肉用牛生産
技術科

肉用牛、乳用牛の改良増殖を効率的に推進するため以下の
事業を実施

・受精卵供給（肉用牛）
・受託採卵
・受精卵移植技術研修
・供卵牛の選定と採卵
・種雄牛候補牛の生産

6

種雄牛造成対策事業

（１）基礎雌牛の選抜
（２）直接検定
（３）新規交配
（４）後代検定

凍結精液製造事業

しまね和牛
改良科

　

　

・優良雌牛の選定
・直接検定牛の購入・導入
・新規交配の実施
・後代検定実施

・凍結精液の製造及び販売


